
水を電気分解すると水素と酸素が発生するのは、
よく知られていますが、燃料電池は、それとは逆に、
水素と酸素を化学反応させて電気と熱をつくり出す
装置です。燃料電池は「電池」という名前は付いて
いますが、通常の電池とは違って、水素を燃料として、
電気と熱をつくり出す発電装置の一種です。発電す
る時には水しか発生せず、窒素酸化物（NOx）や硫
黄酸化物（SOx）を排出しないので大気を汚染する
ことなく、また、二酸化炭素（CO2）も発生しない
ために、クリーンで地球温暖化防止に貢献する発電
装置といえます。 
都市ガスなどを用いた家庭用燃料電池システムが
実用化、発売されており、普及が期待されています。 
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詳しくは、環境課（内線254）へどうぞ。 

 
早いもので、この手記も最終を迎えることと相成

りました。　1　年もの間、付き合って下さった関係各
位や、手記に目を通していただいた市民の皆さまか
らのアドバイス、励ましのお言葉に対し深く感謝し、
今後の茶道の活動の力にしたいと存じます。 
そもそもこの企画は、未経験の方々の茶の湯への

足掛かりと始めましたのに、私自身の勉強になって
しまうとは思いませんでした。 
教材は、身近なところにいっぱい転がっているの

に、つい見逃してしまい、自然の恩恵を受けていな
がら、感謝する心も薄く日々を過ごしてきました。 
「臨済録」に旦座喫茶とあるように、多忙な日常

生活の中で、ふと立ち止まり静かに座し一服の茶を
喫する心の余裕を持ちたいものです。 
暮雪庵の月釜もおかげさまにて、　3　年目を迎える

ことになりました。地元の方はもとより、他地区の
方も多数ご来訪下さって、私共一同励みになってお
ります。またのお越しをお待ちしております。 
 一口メモ（流派によって異なることあり） 
 
主人から客へ茶わんを出すときは、客の方へ回し

て出します。客から主人へ返すときは、正面を主人
の方へ回して返します。 
茶を飲むときの回し方は、　1　／　4　手前へ回し正面
を左横へ回して飲みます。すなわち、茶わんの右側
が飲み口になります。 

しゃざ 


